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さらさらと幕が上 がれば

無重力の ごと くふんわ りと立 つ

あでやかなイス トー ミナ。

ニ ンフの群れに囲 まれて

魔法の ようなヴ ィオロ ンの音 に

耳 を傾 ける。

さて片足 をそっ と床 にふれ

もう一方 をゆっ くりと旋 回 させ た。

と見る間に小 さな跳躍

と, 今 度は大 きく飛翔 する

その飛翔は

アイオロスの口に吹かれた綿毛 のよ う。

身 をね じっては またほ どき

やがて, 素 早 く足 を打 ち合 わす。

(プ ーシキン17巻 全集(ロ シア語)「 オネーギ ン」

第6巻13頁 よ り拙訳)

ロ シアの国民的詩人プーシキ ンが魅 了 されて, 

代 表作 「オネーギ ン」 の中 に描 き出 した イス トー

ミナの この踊 りは, プ ー シキ ンと同時代 にペテル

ブル グのバ レエの リー ダーであったデ ィ ドロの創

作であ った。 プー シキ ンはデ ィ ドロのバ レエ を, 

「デ ィ ドロのバ レエ は, 絵 の よ うな ファンタジー

や, 並 々 ならぬ魅力 にあふれている。わが国のロ

マ ン主義作家の一人(プ ー シキ ン)は その中 に, 

全 フランス文学 よ りも多 くの詩情 を見出 した」 と

まで絶賛 してい る。

偉大 な詩人 をこれ ほどまで に魅了 したデ ィ ドロ

の作 品は, ど んなものであ ったのだ ろうか。そ し

て, ロ シアの舞台芸術の土台が築かれた重要 な時

期 にあたっていたディ ドロのペ テル ブル グでの活

動 は, ロ シア ・バ レエ史 にどの ような足跡 を残 し

ているのだろ うか。

ス トックホルム生 まれの フランス人, シ ャルル

・ルイ ・デ ィ ドロ(1767-1837)は, ダ ンサ ー振

付 家, バ レエ教 師 と して, 1801～1811年 と1816
～1829年 に, ペ テ ルブルグの帝室マ リインス キー

劇場 で働 いた。

振付 の才豊 かで, 演 出のアイデアに も富み, 教

師 として も非常 に優 れていたデ ィ ドロの活動 は, 

ロ シア ・バ レエを大 きく発展 させ た。

ノヴェールや ドベ ルヴ ァール と仕事 を し, 大 き

な影響 を受 けた彼 は, バ レエに人 間の波立つ感情

を盛 り込む こと, 同時代が 当面 しているテーマ を

扱 って内容 の充実 を計 り, そ れを ドラマテ ィック

な踊 りで表現することを目指した。

彼の情感あふれる振付は, ドラマティックなダ

ンサーを育て上げ, しかも, 感情を自由に表現す

るためには, テクニックを自由に駆使できなけれ

ばならないという考えをもつディドロのスパルタ

式教育は, ダンサーのテクニックを著しく向上さ

せた。ロシア ・バレエはたちまち西欧に肩を並べ

る力を蓄え, 加えて, バレエは技術を見せるだけ

でなく, 芸術の諸要素が融合 した ドラマティック

な芸術であるというロシア ・バレエの基本理念が, 

ここで根付 くことになった。19世 紀前半にこうし

てディドロによって作られたバレエの強力な基盤

が, 19世紀後半のプティパのバ レエの開花へ とつ

ながっていったのである。
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